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ここでは、パブリックアートに
できることを考えようと、昨年10
月14日に札幌で開催された「第6
回全国パブリックアート・フォー
ラム札幌」のなかから、アートと
まちづくりにかかわるお話をご紹
介いたします。
パブリックアートとは何か、そ

してまちづくりのなかで、アート
が担えることはどんなことかを考
えるきっかけになればと考えてい
ます。

パブリックアートを考える
－まち・ひと・こころ、豊かさを求めて－

第6回　全国パブリックアート・フォーラム札幌から

まちの主人公は人間そのもの

私は芸術家ではなく、まちづくり

屋ですが、もう30年も前に横浜市で

「人間的なまち、個性的なまち、美し

いまちを作りたい」と言い実践して

きました。その当時は今とは時代が

違い、中央官庁や民間企業の人から

「人間的なまちよりも経済が優先だ」

「まちを美しくするなんてけしから

ん」とまで言われてしまいました。

自治体のなかの人々も同様です。そ

れでも、そういう人たちとずいぶん

議論をして、まちの真ん中を通る予

定だった高速道路を地下にすること

を実現しました。高速道路も必要な

のですが、それだけが一番大切では

ない。都市空間は人間的な空間であ

るべきで、人間がまちの主人公であ

ることを示したいと思いました。そ

こで高速道路が通らなくなって公園

になったところを、より人間のもの

とはっきりさせるために考えたのが

アートでした。優れたアート作品は、

パブリックアート・フォーラムの提唱者である

田村明氏のメッセージです。

法政大学名誉教授

田村　明氏
●Tamura Akira

パブリックアートとは、公共空
間に設置された芸術作品という意
味ですが、最近では、まちづくり
のなかでアートの果たす役割に注
目が集まり、この言葉も、単に公
共空間にあるアート作品のことだ
けではなく、地域社会の創造や、
地域の暮らしとのかかわり、さら
にはまちそのものをアートに、と
いったように、パブリックアート
が幅広く議論されるようになって
きたように思います。

くどくど説明する必要はありません。

それを見ると、なんとなく人間的な

空間に感じられるでしょうし、また

アートにふさわしい都市空間をつく

る努力が必要だと感じさせるでしょ

う。その思いが、いつかは素晴らし

いまち、自分たちのまちだと誇りに

なっていくと考えました。当時はア

ート作品を購入すること、ましてや

野外に置くなどということは、とん

でもないという時代でした。それで

もうまく寄付を求めることができ、

委員会を設置するなど、いろいろと

工夫をして、アート作品を置くこと

を実現することができました。それ

以降、各地で急激に公共空間にアー

ト作品を設置することが、流行り出

したと言えると思います。

パブリックアートは市民のもの

当時は予算もつかない時代でした

が、その後はバブル経済の影響もあ

21世紀のキーワードは「アート」
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もない。人ぞれぞれが感じ取れれば

いいのです。まちづくりは継続して

いかなければ意味がありません。今

日、明日でだめになってしまうので

は困ります。長い目で見て考えてい

くことが大切です。そのなかで、す

ぐに効果が現れるわけではないので

すが、広く市民に、じんわりと自分

たちの地域という存在を感じさせる

アートは有効ではないかと思います。

そうしたことから私は「まちづくり」

の一つのポイントとしてパプリック

アートを提唱しているのです。

北海道には、大変雄大な自然があ

ります。それはアート以上のアート

であり、個性です。パプリックアー

トには一般論があるわけではありま

せん。それぞれの地域で、地域に根

ざしたものがあっていいと思います。

心豊かな生活をしたいと思う人たち

が集まってまちをつくり、それが共

同作品になる。まち全体が共同作品

になるために、アートは重要なキー

ワードになると思います。今までは

効用・効率がキーワードでした。し

かし、これからは効用だけの時代で

はありません。北海道には北海道な

りのパブリックアートがあっていい

と思います。そしてパプリックアー

トを通じていいまちとは何か、いい

住み方とは何か、豊かに人間的に生

きるためにはどうしたらいいか、多

くの素材を持っている北海道で、ぜ

ひそういったことを考える機会を作

っていってほしいと思います。

私が言い出した時代に比べれば、ア

ートの必要性を多くの方が認めてい

ます。当時に比べれば、ずっと状況

はいいのです。しかし、それだけに、

流行に乗るのではなく、よく考える

ことが必要な時代になってきました。

これからは、みんなでどうやって

アートをまちのなかに融合させて市

民のものにしていくかを本当に考え

ていかなければならないと思います。

アートとは、芸術家だけのものでは

ありません。これからは市民のアー

トにしていくことが必要なのです。

昔は例えば「彫刻を置く」という言

葉を使っていました。しかし、今や

「置く」のではなくて、「まちをアー

トする」ことも必要ではないかと思

います。21世紀にはそういった展望

が重要だと思います。機能的で便利

なまちだけではなく、より人間的な

まち、楽しいまち、そして美しいま

ちをつくるために、アートは非常に

重要な役割を担っていると思います。

まちづくりは共同作品

まちはみんなでつくるものです。

私は、まちづくりを市民の共同作品

だと考えています。みんなで制作し

た、楽しい、美しい、個性的なまち、

それがみんなで作った共同作品であ

り、その作品はそのまちにしかない

ものです。そうすれば、全国画一的

なまちには絶対ならないはずです。

そこにしかできないまちを、みんな

の力で作っていくためにも、これか

らのアートの役割は非常に重要だと

考えています。私は、21世紀のキー

ワードの一つにアートがあると思っ

ています。すぐに効用が現れるもの

ではありませんが、何かそこにある

ことによって意味を感じることがで

きる、しかもそれはみんなが同じよ

うに感じるのではなく、押し付けで

り、急激にお金がつくようになりま

した。また民間企業も、アートに関

心を持つようになりました。これは

大変結構なことですが、今度はあち

こちに熟慮なくアート作品が置かれ

すぎて、それがきちんと住民に楽し

まれているか、あるいは本当に美し

いまちになっているかどうか、疑問

に思えるところも出てきました。作

品を置いたために、周囲が自転車置

き場になっていたり、ごみ集積場に

なってしまうという光景も見られる

ようになったのです。こんなことで

はいけません。パブリックアートの

価値を多くの皆さんが認めてくださ

ったことはいいことですが、これか

らは、それがまちを本当に美しくし

ていくことができるかが問われてい

ると思います。どんなアートを、ど

ういう形で置けばいいのか。さらに

アートをどのように管理していけば

いいのか。アートを置いたまち並み

をどう整えるのかが課題です。パブ

リックアートとカタカナを使うのは、

従来日本では「公共」とは役所が造

り管理するという意味が強かったの

です。市民社会のパブリックとは市

民が協力して美しくしていくもので、

役所のものではありません。パブリ

ックアートは、市民皆さんのもので

す。市民の方もそれを認識して、ア

ートを大切にしていくことが重要で

す。その仕組みと心構えがないと、

いくらお金をかけて立派なアート作

品を設置しても、まったく意味があ

りません。では、そのためにどうし

たらいいのでしょう。それをみんな

で考える時期にきているのだと思い

ます。芸術家も、評論家も、行政も、

企業も、制作者も、メンテナンスを

する人も、そして市民も、みんな一

緒になって考える必要があるのです。

現在は、ひところのように、どんど

ん予算がつく時代ではありませんが、

プロフィール
法政大学名誉教授

田村　明（たむら　あきら）

法政大学名誉教授、都市プランナー。1926年東京生まれ。東
京大学工学部建築学科、同法学部法律学科、同政治コース卒。
運輸省、日本生命、環境開発センターを経て横浜市企画調整
部長、同局長として市の戦略的事業（地下鉄、ベイブリッジ、
都心部強化、ＭＭ21、港北ニュータウンなど）の企画・推進、
横浜スタジアムの設立、総合的土地利用、アーバンデザイン
業務の創立にあたる。パブリックアート・フォーラムの提唱
者でもある。

P R O F I L E
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間に安田侃の現代彫刻を置くという

今回の大胆な企画に対して、フィレ

ンツェはルネッサンス以来500年近く

芸術の宝庫としてのプライドを持っ

て生きてきた、“所有しているアート

の量と質は世界一"を自負するまちで

すから、「何を今さら、安田侃という

東洋人の現代彫刻を街なかに置く必

要があるのだ」という拒絶反応も当

初にはかなりあったのです。

しかし、今回の展覧会を企画した

オルガナイザーは、現代彫刻の展覧

会のなかで最高の企画・最高の展覧

会との評価を得ている'72年の第1回

のヘンリー・ムーア以来のフォル

テ・ディ・ベルベデーレの彫刻展の

企画者で、「その展覧会も実はマンネ

リになって来ていて、それに値する

作家もいなくなってきた。21世紀を

迎えるに当たって、マンネリを繰り

返すよりも、新しい考えで彫刻展を

やりたい」、「“彫刻"や“作家"に興味

のある、限られた人だけがチケット

を買って彫刻作品を見る-そういうど

この美術館でもやっている展覧会の

発想から抜け出して、“街に出る"と

彫刻家

安田　侃氏
●Yasuda Kan いう考え方で、それも街全体をイメ

ージして構成できる作家に任せる展

覧会にしたい」、「この展覧会を成功

させることによって、ルネッサンス

以来500年、過去の世代が作り上げて

きたものをただ守るだけになりつつ

あるフィレンツェの街に、21世紀に

つながる風穴を開けよう。伝統のな

かに現代を、街に新たな出会いと美

の息吹を入れる扉を開けよう。その

ために＜KAN＞を呼ぶのだ」と大変

な意気込みで困難な相手と交渉し、

熾烈な戦いを続けた上で、現代彫刻

家安田侃への依頼の打診があったわ

けです。

多くの人たちに支えられて

その交渉相手は、まずフィレンツ

ェ市。そして日本でいえば「文化庁」

にあたる「文化芸術監督省」のトス

カーナ州のトップ、彼は前文部大臣

でウフッツィ美術館長も兼務してい

ます。それから、これは日本にない

システムですが、トータルに見たト

スカーナ州のイメージを守っていく

ために公園や庭園・建物に関する権

限をもつ「環境と建築に関する監督

官」。フィレンツェの長い歴史上、初

めてこの３つが合同で行う企画で、

みんながゴーサインを出してくれた

プロフィール

'45年生まれ。東京藝術大学大学院彫刻科修士課程修了後、'70年イタリア政府招
聘留学生として渡伊。ローマ・アカデミア美術学校でペリクリ・ファッツイーニ
教授に師事。以降、大理石の産地で知られるトスカーナ州のピエトラサンタにア
トリエを構え、創作活動を続ける。'91年ミラノにおける個展「彫刻の道」、'94～
'95年ヨークシャー彫刻公園（イギリス）における個展「大理石とブロンズ」、'95
年ピエトラサンタにおける個展「野外彫刻展」等の大規模野外彫刻展で知られ、
10年ほど前からは「アルテピアッツア美唄」において彫刻作品と自然が一体と
なった独創的な環境づくりの試みを続けている。2000年には新千年紀に向けた
特別企画としてフィレンツェ市内の主な広場や公園を舞台にした画期的な野外彫
刻展「街と彫刻」が実現した。さらに、オーストラリア・シドニーにおける建築
家レンツォ・ピアノ氏とのコラボレーションでも世界的に注目を集めている。

P R O F I L E

歴史と芸術の都
フィレンツェで初の試み

世界的な観光地、歴史と芸術の都

フィレンツェで、市内の主要な広場

や公園等８ヵ所を会場にした野外彫

刻展が開かれました。シニョーリア

広場、ウフッツィ広場、ピッティ宮、

ボーボリ公園、駅前広場等ルネッサ

ンス以来のまちの歴史・芸術と深く

かかわる由緒ある場所を全て一人の

彫刻家に任せる展覧会は今までなか

った訳で、それを任されるのは大変

な名誉であるとともに責任を痛感し、

引き受けた後には強い緊張と少なか

らぬ不安がありました。

21世紀に賭ける
企画者の意気込み

そのような侵すべからざる芸術空

北海道・美唄市出身で国際的に
活躍中の彫刻家・安田侃氏は、大
好評だったフィレンツェの野外彫
刻展を予定より早く撤収して帰国
され、このフォーラムに協力くだ
さいました。
2000年にイタリア・フィレン

ツェ市で開催された野外彫刻展
「街と彫刻」をご紹介いただきなが
ら、「まちと彫刻～イタリアからの
報告」と題して、基調講演をして
いただきました。

「まちと彫刻～イタリアからの報告」基 調 講 演
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ジャーナリストは誰も答えません。

――「この石はわかるためのものじ

ゃない、勉強してもわからないので

すよ。これは感じるものなのです。

あなた方がよく知っているフィレン

ツェの美術は勉強すればわかるでし

ょうし、勉強してきた人には興味が

あるでしょう。でも、何も勉強して

いない人やちょっとフィレンツェに

来た人、それに多くの子供たちにと

って、フィレンツェの美術は、あな

た方が思っているほどには興味はな

いのです。それに比べたら、この

KANの石、ここにある『意心帰』と

いう非常にシンプルな石は、多くの

人、特に感じることのできる人には

深く感じてもらえるものなのです。

これから迎える21世紀はそういう時

代なのです。そのために、私は敢え

て、KANのこの彫刻を、このシニョ

ーリア広場の真中に置くように頼ん

だのです」･･･ジャーナリストたちは

シーンと静まり返りました。震える

ほど嬉しい瞬間でした。このような

考えの人がトップとして責任を持っ

て許可を出し、しっかりしたコンセ

プトをもって挑んでくれ、それを受

けとめて多くの人たちが熱意を持っ

て取り組み、支えてくれたからこそ

今回の展覧会が実現できたのです。

さすがに、伝統ある、歴史あるフィ

レンツェだと実感しました。

文化芸術監督官が
寄せてくれた高い評価

そのアントニオ・パオロッチさん

が今回の展覧会のカタログに寄せて

くれた素敵な文章がありますので抜

粋してご紹介させていただきます。

「･･･安田の彫刻は、歴史的な街並

みと謙虚に小さな声で対話している。

それを理解するためには空っぽの頭

と透明な心、そして長い時間じっく

ことによって実現した試みだったの

です。

さらに、この展覧会を支える多く

の人々がいました。30年前のムーア

の彫刻展以来の設置を手がけてきた

重機操作の名人、都市空間のなかに

彫刻を置く際の調和や設置の可能性、

基礎のあり方等をアドバイスする建

築家、道路管理者、美観や安全性に

関するマナーまでコントロールする

警察、ボーボリ公園の館長さんとい

った熱意のある人々と、各設置場所

ごとに1ヵ所ずつ時間をかけて議論

し、時には衝突もしながら設置の検

討を行い、アトリエのあるピエトラ

サンタとフィレンツェの間を往復し

ながら、観光客や市民の動きとぶつ

からない時間帯に一点ずつ設置して

いったわけです。どうしてもイメー

ジに合う作品が間に合わなかったサ

ンタクローチェ広場は、妥協するこ

となく遅れて設置されました。

波紋を呼んだ
記者会見でのやりとり

このような経緯の後、展覧会のオ

ープニングセレモニーの前日の記者

会見で次のようなやりとりがあった

のです。「この伝統あるルネッサンス

芸術の宝庫、フィレンツェで、なぜ、

東洋から来た彫刻家の現代彫刻をこ

んなに街じゅうに置かねばならない

のか？」という記者たちの大勢を占

める厳しい意見を代表したかのよう

な素朴な質問に、前文部大臣、現ト

スカーナ州芸術文化監督官のパオロ

ッチ氏がこう答えたのです。「あなた

方はジャーナリストですから頭が良

いでしょう。ルネッサンスについて

も勉強して良く知っていますね。で

は、KANがシニョーリア広場に置い

た川の流れに作られたような『意心

帰』という石はわかりますか？」･･･

り見つめることが必要だ。芸術家は

フィレンツェの見事な碁盤の上に彫

刻という駒を置くことで、静かな問

答ゲームを提起しているかのようだ。

美術史上、最も有名な彫刻ミケラン

ジェロ、チェルリーニ、ドナテッロ、

ジャン・ボローニャなどの作品の足

元に置かれた石：『意心帰』を見る

時、まるで何百年もの間磨かれてき

た川の小石のような完成度の高さと

完璧さに感嘆する。そしてこの彫刻

が白く輝く神なる大理石を賛えるべ

くそこに置かれ、フィレンツェの街

を見事に彩っているように感じるの

だ。本質的な表現と純粋な形のなか

に、ものに宿る魂を見出し、それに

意味を与える能力こそが安田のアミ

ニズムだ。子供たちは大きな石をな

で、恋人たちは大理石の額縁のなか

で写真を撮る。これは良いしるしだ。

なぜなら知と美のマエストロである

安田侃の詩的な芸術を人々が理解し

たという証拠だからだ･･･」

感じた人たちの温かい反応が
新聞の論調を覆した

しかし、このような高い評価にも

かかわらず、その翌日の新聞の論調

は「議会はミケランジェロを屋根裏

にしまい込んだ!」、「巨大なKANの

大理石の彫刻によって街が占拠され

た!」などという抵抗感を滲ませたも

のでしたが、市庁舎：パラッツォ・

ベッキオのなかの大広間で行われた

オープニングセレモニーはルネッサ

ンス音楽の演奏などもあって和やか

な雰囲気で終わり、何とか彫刻展を

スタートすることが出来ました。

「KANの作品の良いところは、見

る人、触る人のその時の精神状態が、

非常に素直に現れる･･･」「この石：

『意心帰』は地球の中心のしるし･･･」

「（ミケランジェロの）ダビデと同じ
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Forum：フォーラム ［パブリックアートを考える］

ある公園にゆったりとした時を過ご

せる異次元の瞑想空間を創れること

を確信している…」

勇気と決断と責任

会期中だけの設置で、いずれ撤収

される野外展ではなく、後々動かし

難い永久設置の重み、釈明できない

責任、監督官が自分の首をかけてい

る。今回の展覧会で深く感銘を受け

たのが、作家だけでなく展覧会を企

画・オーガナイズする人たちの「勇

気」と「決断」それと「責任」です。

展覧会の企画にゴーサインを出す

際には必ずサインをします。何事を

やるにもサインが必要ですから大変

なのですが、誰が責任を負うかがは

っきりしているという意味ではやり

やすいとも言えます。その点では、

日本におけるパブリックアートに関

して言いますと、システム的にトッ

プの人たちが出てこないですね。顔

が見えないのです。ヨーロッパの場

合は、パブリックアートが生活のな

かですごく大切な部分を占めるもの

として、まちが企画する展覧会とい

うものには、当然行政のトップが出

てきて、許可のサインをして、「何か

あったときには責任をとります」と

いう点が非常に明確です。そういう

ことがない限り、なかなか、新しい

ことは出来ません。

それから、先ほどお話した「芸術

文化監督官」という制度も、トータ

ルな意味で美的なまちを創っていく

上で、日本においても絶対必要なシ

ステムだと思います。トップに立つ

人たちは、そういうまちづくりにお

けるアートなどのソフトの部分に対

して、きちんとサインして実施する

といった、「勇気」と「決断」と「責

任」を持ってまちづくりをしていた

だければと思います。

石切り場から切り出した石を彫った

『意心帰』、すごい!」「こんなものを

フィレンツェに置けたなんて大変な

ことをやったものだ。フィレンツェ

も捨てたもんじゃない。革命だ!革命

だ!･･･（隣に有名なサボナローラの

モニュマンがある）」「彫刻が額縁に

なって、そのなかに入る人、彫刻に

入る人が主役になれる･･･」「『天秘』

の上にゴローンとひっくり返って寝

ると空が抜けて見える･･･」「みんな

その彫刻を誰が創ったかなど関係な

く、石に腰かけて休んだり、通り抜

けたり、写真を撮ったり、思い思い

に楽しんでいる･･･」「敢えて作家性

を排除して、石の形態・存在そのも

のを提示する。多様な感じ方、楽し

み方が許容される限りない優し

さ･･･」「場の持つ特性、周辺環境と

一体となって彫刻が新たな空間の関

係性を生み出す…」「この玉は何です

か? ミケランジェロの魂です。魂っ

て丸いんですか!?･･･」「歴史的な街

並みに置かれた彫刻は、見るためと

いうより、ともに生きるための新し

い場を創り出そうとしている…」

歴史的試みの証しが
永久に残ることに･･･

こうして、３カ月の会期中多くの

市民や訪れた観光客は、これらの彫

刻を自分なりに感じ、楽しみ、素直

に受け入れてくれました。その結果、

企画者たちは今回の「フィレンツェ

展」の作品のなかから『天秘』３点

の現代抽象彫刻を500年の歴史あるボ

ーボリ公園に永久設置するという大

きな決断を下してくれました。ボー

ボリ公園の館長は以下のように語っ

てくれました。

「このボーボリ公園の500年の歴史

始まって以来、現代彫刻を置くのは、

後にも先にもKANの作品だけ。歴史

シニョーリア広場に設置された『意心帰』で遊ぶ子供たち Photo by Danilo Cedrone

サンタクローチェ広場に設置された『真無』 Photo by Taku Yasuda

ピッティ宮内中庭『天秘』 Photo by Danilo Cedrone

●これらのほか駅前広場に『帰門』、ウフッツィ広場に『天聖』
『天 』、ピッティ宮に『翔生』、ボーボリ公園に『無何有』『新生』
『天秘』『妙夢』、ストロッツィー広場に『天泉』が設置された。
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パブリックアートには
地域らしさを表現する役割が

●（株）CIS計画研究所代表取締役所長

濱田　暁生氏
江差町をはじめ、美唄市、下
川町、真狩村など道内各市町
村のまちづくり、景観計画、
商店街活性化等を手がける。
北海道地域づくりアドバイザ
ー、同景観アドバイザーなど
も務める。

私は、まちづくりや地域での活動

を支援し、コーディネートする立場

で、いろいろな地域にかかわらせて

いただいています。江差のまちづく

りとのかかわりのなかで、「江差追分」

に関係する施設を計画する際に地元

の方が、最初に「江差らしい建物に

したい。追分の殿堂にふさわしい建

物にしたい」とおっしゃったことを

今でも覚えています。その時、地域

がありたいと思う姿を求めて、地域

の人たちと一緒に現場で作業してい

くのが本来のまちづくりのあり方な

のではないかと思いました。現場に

出かけて行って、地域の方々のお話

を聞き、相談しながら進めていくこ

とを通して、江差では地域の方が望

んでいたものが形になっていきまし

た。パブリックアートもある意味で

は地域の人々が望むものとして実現

されていくべきでしょう。各地域に

はいろいろな考え方の人が住んでい

ますが、量や大きさやお金の額など

とは関係なく、それぞれの地域特有

の価値があるはずです。その価値観

をしっかり持った方が地域にいらっ

しゃることが、これからのまちづく

りの大きな可能性につながります。

まちづくりにおけるアートの公共

性の側面から考えると、例えば個人

の住宅や庭であってもその前の通り

を歩く人にとっては公共的な価値を

持っているように、私的なものであ

っても公共性を持つという視点でア

ーティストが自分の表現を考えるこ

とが出来るかどうか。あるいはそう

いう視点で建築物や周辺環境とのか

かわりを維持していく責任や、社会

に対して新しい価値観に基づいた働

きかけをしようという積極的な意欲

を持つことが出来るかどうかが、問

われると思います。

また、パブリックアートには芸術

としての普遍的な表現とともに、地

域の人々の日々の暮らしのなかで、

その地域や環境にふさわしい存在と

して、「地域らしさ」を表現していく

大きな役割があると思います。

まちづくりとアートのかかわりの

なかで、人々がその「地域らしさ」

を他人から与えられたものとするの

ではなく、自ら感じ、楽しみ、それ

を享受し、自分にとっての価値を育

み、愛着を持って維持していくこと

が必要ではないでしょうか。

しかし、その「地域らしさ」の物

差しは一律のものである必要はあり

ません。地域ごとの価値観で、もう

一度自分たちの足元を見直していく

ことを通して、新しい可能性も生ま

れてきます。まちづくりを行政の担

当者や専門家･コンサルタント任せに

しないためには、真の意味での市民

参加を実現する仕組みとして、行政

による情報公開の徹底とともに、多

様な人々が意見を発表できる場を用

意することや少数意見を汲み上げる

手法等が必要ではないかと思います。

分科会
報告

パ ブ リ ッ

ク ア ー ト

を さ ま ざ

まな角度から議論する分科会の

なかから、まちづくりや地域づ

くりに寄せた、参加者からのメ

ッセージをご紹介します。

第1分科会

「まちづくりを考える」から

地域の暮らしとアート
パブリックアートからコミュニティアートへ

第1分科会では、公共空間におけるアー

トの役割を、暮らしと密接に関連したまち

づくりの視点から見直す議論が展開されま

した。
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パブリックアートには
教育の要素もある

●㈱輪島屋本店社長

中室　勝郎氏
漆の復権を目指し、日本初の
漆芸デザイン会社や、漆のイ
ンテリア・サロンを開設。漆
文化財として明治の町屋の復
元などを行う。

私は十数年前から1カ月に1枚ずつ

輪島の風景を絵の先生に描いていた

だいて絵ハガキにして知人に送って

います。「輪島百景」といって、最初

は12枚の絵で済ませようと思ってい

たのですが、「来年の絵は?」と期待

されるようになり、自分でまちを歩

いて、美しい場所を発見する努力を

してきました。絵は120枚にもなりま

したから、地域の美しいものを懸命

に探してきたのだなと思います。

そんな経験をしながら、ある時、

一軒の町屋と出合いました。廃屋寸

前の誰も住んでいない明治期の建物

で、買う人を紹介してくれないかと

言うのです。とにかくその廃屋に入

ってみると、身の毛がよだつような

思いをしました。もう輪島には残っ

ていないと言われていた輪島の歴史

がそこにはあったのです。

私の職業は漆器づくりですので、

まちづくりとは無縁ですが、仕事柄、

漆器のことや輪島塗について、特に

なぜ輪島に輪島塗があるかというこ

とをずっと考えていましたが、その

家に入ったときにその答えが見つか

りました。輪島には輪島塗を作り出

すに値する文化があったのです。今

その文化は、どこにも見当たりませ

んが、その痕跡が廃屋のなかにあり

ました。その後1年くらい悩んだ末、

その建物を塗師の家として復元する

ことにしました。その塗師屋の家は、

パブリックアートと同じような考え

方が見られます。普通は前が仕事場

で奥が住まいですが、そこは前が住

まいで奥が仕事場なのです。住まい

の部分は、毎日仕事に行く前に通る

ので、文化的な空間にしてあるので

す。パブリックアートにも同じよう

な要素があると思います。それは、

いかに人を育てるかということでも

あり、皮膚で文化的感覚を身に付け

ていくことだと思います。そういう

意味では、パブリックアートとは人

をつくる教育であるように思います。

長期的な視点で、
根を育てることが重要

●穂別町政策調整課まちづくり推進参事

斉藤　征義氏
住民参加と生活文化のまちづ
くりとして「ほべつ銀河鉄道
の里づくり」などの活動を実
践。宮沢賢治学会員として詩
集、研究論も多い。

穂別町の富内地区では、住民主導

で、宮沢賢治の童話の世界をテーマ

にした銀河鉄道の里づくりという地

域づくりを進めていますが、その経

験では、地域の人たちがどこまでが

んばれるか、どれだけ行政と喧嘩が

できるかが重要なことだと感じまし

た。同時に、全国の人たちとネット

ワークを形成していくことも大切で

す。そうすることで地域が活性化さ

れるというよりも、自分たちが活性

化されるのです。

最近では地域振興の手法も、どこ

でも同じようなイベントをするので

はなく、人材育成や住民参加に注目

が集まり、ずいぶん様相が変わって

きました。しかし行政としては、マ

ニュアルがないと取り組めないジレ

ンマがあります。文化・芸術面では、

教育委員会中心の、動員数がバロメ

ーターになるような側面も多かった

ように思います。そういう点は行政

が意識改革をしなければならないし、

同時に地域住民も勉強して成熟度を

高めていくように両輪で進めなけれ

ばなりません。

穂別町では'91年に、中心街の通り

にメタセコイアを植えました。これ

は非常に成長の早い樹木で、今は並

木の根が歩道を押し上げてくるよう

な状況です。沿道の商店街では根が

店に入ってくるのではないかと、気

が気でありません。でも10年前にこ

れに取り組んだのは商店街の人たち

です。これは時間的な考え方を持っ

ていなかったということです。イメ

ージ性だけにとらわれてまちづくり

をした。ですから時間的な視点を持

って取り組むことも非常に重要です。

今までの地域づくりは、メタセコ

イアの例でいえば、立派な木をつく

ることが目標でした。しかし、これ

からは立派な木をつくることより、

立派な根をつくることが重要ではな

いでしょうか。何十年か先に、まち

づくりとは何か、アートとは何かと

議論をするような人たちをつくって

いくことが今求められていると思い

ます。

作品にするのではなく、
その先に目標がある

●コミュニティFM三角山放送局代表

木原　くみこ氏
札幌テレビ放送㈱でラジオ制
作ディレクターとして活躍。
'91年に同社を退社し、'97
（株）らむれすを設立。'98年
にコミュニティFM三角山放
送局開局。

三角山放送局は札幌市西区の地域

限定放送局です。私は以前、民間放
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す。アートにも同じことが言えるよ

うに思います。

人に向けて、スポットCMをたくさん

打ったおかげか、最終日には8万3千

人という非常にたくさんの入場者が

ありました。この展覧会と並行して、

モエレ沼公園が着工10年目を迎えて、

オープンしました。モエレ沼公園は、

ディズニーランドを除く各地のテー

マパークがほとんど失敗しているの

に反して、真夏に大にぎわいとなり、

土日には近くの自治体からバスを借

り切って押しかけてくるほどの盛況

ぶりでした。3～4万人の人々で駐車

場があふれたこともあり、その後も

市民の人気は高まっております。

大通公園にブラック・スライド・

マントラが設置されたのが'92年です

が、当社でイサム・ノグチのドキュ

メンタリーを放映するためにニュー

ヨークのイサム・ノグチ財団まで取

材に出かけていって、それ以来イサ

ム・ノグチをずっと追いかけて、ド

ラマも制作しました。当社の南側に

はブラック・スライド・マントラが、

北側には植物園の緑があります。ち

ょうどその間に当社の多目的ホー

ル・スピカも完成しました。そのな

かにはイサム・ノグチの大きなブロ

ンズの作品もあります。

札幌は、将来、目玉になるものを

観光資源として利用していくことが

必要ではないかと思っています。北

海道がこれから生きる道は観光しか

ないと言われていますが、私たちは

観光資源というものをもっと積極的

に考えていかなければなりません。

観光素材として、モエレ沼公園やブ

ラック・スライド・マントラという

滑り台を観光の目玉にしてしまうよ

うな発想があってもいいと思います。

大通公園で黒く光る滑り台は、世界

に誇れるものです。パブリックアー

トを観光資源にするような発想があ

ってもいいのではないかと思います。

送局に勤めていましたが、放送とい

う仕事に疲れて10年前に会社を辞め、

すぐに反応がわかるような空間でコ

ンサートをしたいと思い、しばらく

コンサートを手がけていました。ア

ルテピアッツァ美唄や穂別の廃校に

なった学校でもコンサートをしまし

た。そこで気付いたのは、今までは

外と遮断された立派なホールやスタ

ジオで音を作ることがコンサートや

放送だと思い込んでいたことでした。

アルテピアッツァでコンサートをす

ると、ピアノの音と一緒に風で葉が

そよぐ音が聞こえて、とても心地が

いいのです。ピアノの回りに寝転が

って聞いている人もいれば、子供に

お乳をあげながら聞いている人もい

る。放送も同じように考えれば、ず

いぶん違った存在に見えるようにな

ったのです。砦のなかで放送するの

ではなくて、地域のなかで、日常生

活のトーンで視聴者と話すことがで

きるのではないかと思ったのです。

そうしたら、一度捨てた放送をまた

やりたいと思って放送局を設立しま

した。'92年から地域発信のコミュニ

ティFMの放送ができるようになっ

て、今では北海道で13、全国で137も

三角山のような放送局があります。

地域の情報を地域から発信していく

ことのニーズをひしひしと感じます。

以前、穂別の銀河鉄道の里である

イベントに参加したことがあるので

すが、先生と一緒に子供たちが歌っ

たり、詩の朗読をして、自分たちが

心から楽しんでいることを目の当た

りにして、とてもいいなあと思いま

した。私が放送局を始めた動機は、

場ができることで、地域に多くの友

達ができるだろうと考えたことでし

た。簡単にいうと放送を「作品」に

したくなかった。放送をすることが

終わりではなく、その先に目標があ

って、放送はあくまでも手段なので

第2分科会

「パブリックアートを考える」から

地域とアートの連携

第2分科会では、魅力ある地域社会の

創造にとってアートがどのようにかかわ

っていくかを、さまざまな立場の方から

ご意見をいただきました。

パブリックアートを
観光資源に育てる発想を

●札幌テレビ放送㈱取締役会長

伊坂　重孝氏
'88年に札幌テレビ放送（株）
代表取締役社長に就任。イサ
ム・ノグチのドキュメンタリ
ー、ドラマなどを制作。'99
年より現職。（財）イサム・
ノグチ日本財団評議員。

私は、約40年間北海道でテレビ放

送に携わっておりますが、「地域とア

ートの連携」という意味では、当社

が主催した美術展があると思います。

放送局主催の展覧会では、おそらく

当社が一番多いでしょう。過去21年

間に17回開催していますが、'98年は

札幌にモエレ沼公園がオープンした

年でもあり、これに合わせて、イサ

ム・ノグチ展を開催しました。若い
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もっと公的な資金支援を
●ミュージアム・シティ・プロジェクト事務局長

宮本　初音氏
'90年よりミュージアム・シテ
ィ・天神（現ミュージアム・
シティ・プロジェクト）の実
行委員会にボランティアで参
加。ミュージアム・シティ・
プロジェクト事務局専従スタ
ッフを経て'98年より現職。

私が事務局長を務めているミュー

ジアム・シティ・プロジェクトは、

'90年に福岡市、企業、アーティスト

の有志が組織した実行委員会で運営

しており、2年に一度、街の中で現代

美術の展覧会を実施することが主な

事業です。この展覧会にかかわる収

入は、現在、3千万円程度で、当初は

すべて企業協賛で賄われていました。

その後、自治体の補助金や助成金が

増えていますが、それでも7割以上が

企業協賛です。私は、このようなプ

ロジェクトが企業協賛の資金を中心

として賄われることは、健全ではな

いと考えています。福岡市や福岡県、

文化庁などからも支援を受けている

事業ですが、資金支援の面では公的

な部分が非常に弱いといわざるを得

ないと思います。

ところで、福岡でこうした取り組

みが始まったのは、ちょうど市内に

新しいビルが建ち始めたころで、福

岡が味気ない街になってはいけない

のでアートを取り入れていこうとい

う大きな動きがありました。福岡に

は、アーティストの発表の場があま

りなかったこともあります。そうし

たいろいろな人たちの思惑が一つに

なってミュージアム・シティ・プロ

ジェクトがスタートしました。第1回

は商業地区の天神を中心に行いまし

たが、'98年からは、博多にも作品を

置いています。博多では、地元住民

と作家が実際に顔を合わせて会話を

しながら作品を作っていく過程もあ

り、今までとは雰囲気が変わってき

ました。

我々はこの取り組みを実験の場と

考えています。美術館はフルコース

のあるレストランですが、ミュージ

アム・シティ・プロジェクトは何が

出てくるかわからない屋台のような

役割があるということです。我々は

非営利団体ですが、今後は、地域の

人と一緒に現代美術のアートセンタ

ー的な役割を担っていくのではない

かと感じています。

アートを選択できる自由
●彫刻家

森川　亮輔氏
木を専門にする彫刻家。'95年
福島県いわき市に移住し、'99
年に弟子屈町に移住。弟子屈
町・ホテル風曜日、旭岳温
泉・湧駒荘、川湯エコミュー
ジアムセンター等で個展開催。

私は大学を卒業してからいろいろ

な職を経験し、'79年東京神田で初個

展を開催してから21年間、ずっと木

の彫刻だけを続けてまいりました。

私の作品は、木との対話のなかから

自然に生まれて、そこから見る人に

よって変化することが特徴だと考え

て、それにふさわしい場を求めて、

'95年にいわき市に、そして'99年には

弟子屈町に移住をし、制作活動を行

っています。

弟子屈町に来たきっかけは、いく

つかの市町村に自分の資料を送って、

音威子府村と弟子屈町から「よかっ

たら来い」という回答をいただいた

からです。音威子府も非常に好意的

でアカデミックなところでしたが、

すでに移住されていた芸術家がいて、

お話を聞いているうちに、そこは荒

らしてはいけない聖地のように感じ

たわけです。そこで逆にあまり基盤

がない弟子屈の方がいいだろうと思

い立って突然やってきました。弟子

屈町の役場の方は大変好意的で、空

き家探しなどいろいろと気遣ってく

れました。役場の方には非常に感謝

しています。

豊かな地域の創造という意味では、

どの作品が好きか、どういうスタイ

ルの作品が好きかを選択できる自由

があることが大切ではないかと思い

ます。北海道はとにかく広いのです

から、その選択の自由を与えること

ができるように、パブリックアート

というものを、もっと広く考えても

いいのではないかと思います。

地域の記憶・歴史の再現
●宮城教育大学助教授

新田　秀樹氏
宮城県美術館学芸員を経て'92
年より現職。大学、企業等の
専門家による共同研究体「パ
ブリック・アート研究プロジ
ェクト」代表。

私はこれからのパブリックアート

を議論していく上で、いくつかのキ

ーワードを考えてみました。

まず一つは「記憶」あるいは「歴

史」です。その地域の人々が刻み込

んでいる「歴史」を再現してみせる、

あるいは一種のメモリアルとして見

せていくことが重要ではないかと思

います。例えば札幌のモエレ沼公園

はごみ処理場だったという「地域の

記憶」が埋め込まれています。モエ

レ沼公園は、どこまでが作品かわか

らない作品ですが、このようなあり

方も、これからの社会と芸術の一方

向ではないかとも考えています。

もう一つのキーワードは「インフ

ラストラクチャーとしてのアート」
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です。以前は、単に都市に彫刻を置

くような発想でパブリックアートが

始まりましたが、現在はそれを越え

て、基盤になる部分に質の高いアー

トを置くことが必要とされているよ

うに思います。今、公共事業は批判

の対象ですが、本当に良い公共事業

とは何かを考えていかなければなら

ないと思います。

もう一つは「パトロネージ」とい

うキーワードです。芸術活動も公共

事業も、スポンサーシップやメセナ

なしでは成り立たないものです。そ

こで重要になってくるのが目利きで

す。イサム・ノグチに対する伊坂会

長の目、それにミケランジェロの芸

術だってメディチ家やローマ教皇な

しでは成り立たなかったでしょう。

その目で「発見」される、あるいは

そういう機会を与えて、優れたもの

を生んでいくことが非常に重要だと

思います。日本では行政のなかにア

ートマネージメントを専門にする人

が少なく、また人事異動ですぐに担

当が変わってしまいます。それでは

質は高まりません。展覧会の開催も、

アーティストが直接交渉や調整をし

なければならない現状です。アーテ

ィストのビジョンが明確に反映され

ることはいい点ですが、一方でそれ

を直接吸い上げてくれるシステムが

ないと、非常に大変です。今、求め

られていることはそうした課題をど

うやってシステム化していくかとい

うことではないでしょうか。

公共的な芸術と、社会のかかわり

を持ったプロジェクトは、単なる芸

術家支援ではなく、長期的には地域

振興のための投資だという概念を持

っていなければいけません。短期で

はなく、長期的に見て、それが一つ

の都市の魅力づくり、地域の特色づ

くりになっていくという視点を持っ

て、マネージメントと資金の仕組み

をきちんとつくっていくことが大事

ではないかと思います。

市場原理に振り回されない
地域づくり

●釧路公立大学教授・地域経済研究センター長

小磯　修二氏
北海道開発政策に携わり、'97
年に「芸術文化による新しい
北のまちづくりをめざして」
をテーマにした研究会を主
宰。'99年より現職、現在は
地域政策の分野で実践的な研
究活動を行う。

少し前まで国土計画や地域計画で

「美しい」という言葉を使うことに気

恥ずかしさがありました。しかし'98

年の「21世紀の国土のグランドデザ

イン」では、芸術文化についてしっ

かり1章が設けられるようになりまし

た。地域におけるアートを政策的に

展開していくことは、これからとい

う気がします。

19世紀にジョン・ラスキンという

イギリスの美術評論家がいて、芸術

経済論という研究に取り組んでいま

した。彼は、芸術家は黄金と同じだ

と言っています。芸術家は作られる

ものではなく、発見されるべきもの

であるという意味です。「レオナル

ド・ダ・ヴィンチは港湾労働者のな

かにもいるのではないか」というの

です。地域と芸術のかかわりでは、

芸術家に能力を発揮させる機会をつ

くることが、地域社会の大切な役割

だと思います。

地域経済では市場メカニズムだけ

で全てが論理づけられるような議論

が多いようです。しかし、大量消費

地から離れた地域にとっては、市場

原理とは別の地方の論理があるべき

ではないかと考えています。市場性

だけではない、その土地にいかなけ

れば体験できない、そういう地方の

魅力がこれからの地域活動を考えて

いく上で重要になっていくのではな

いかと思います。例えばアメニティ

という言葉でいわれるような地域の

魅力を地域の政策として自ら作り上

げていくことが大切です。それには

アートの分野が大きな手がかりにな

るのではないかと考えています。さ

らにパブリックアートの「パブリッ

ク」の意味をしっかりと考えていく

ことが大切です。パブリックとはい

わゆる「公」ですが、日本では「官」

の仕事と置き換えているような風潮

があります。パブリックとは「私・

プライベート」に対するもので、社

会の営みに対して私欲を廃したかか

わりであるはずです。官のみならず、

企業も、住民も、NPOも、それぞれ

共有していかなければならないもの

です。パブリックの意識を社会のな

かで共有していくことが、生き生き

とした地域社会をつくることになる

と思います。パブリックマインドに

支えられてこそ、パブリックアート

は地域のなかで輝いてくるのではな

いでしょうか。




